





























もあった。1945 年 特殊光学系 K 型の原理発案以来、いくつかの K 型試作をつづけ、実に苦節 20 年の
星霜を経て小林氏の努力が結実化されたのである。 



















に 1944 年 3 月配属された。軍事研究という命題として、当時既に知られていたシュミット光学系に代って、
量産しやすい広視野・大口径比光学系の開発という大仕事に立ち向かったのである。因みにベルンハル











れた。終戦当時には敵地偵察用途などの焦点距離 100mm F/ 0.8 など合計三台が試作され、その全ては









写真 1 K1420 カメラ完成を宣言した射手座付近の作例。昭和 51 年 8 月 26 日撮影。 


























図 1 小林氏自筆による K1420 カメラ完成図面  
1973 年設計 1975 年組立焦点距離 200mm  口径比 1:1.4  主鏡径 300mm, メニスカスレンズ径 
195mm フィルター径 65mm 口径食無写野径 59mm, 円形 17 度 最小錯乱円 30μm 以下本体 
全長約 500mm  外径約 390mm 重量 55kg  フォーク型赤道儀同架  
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(3) 試作された K 型光学系について 
戦前戦後を通じて、ここでは、試作および完成された K 型カメラについて言及することとしよう。なお
KF2550 と K1420 については、以下に続き詳述する。 
 
① 海軍時代の試作品 










   
試作機概要 
ⅰ 航空写真用           F0.8  fl 100mm 
ⅱ 暗視装置用           F0.7  fl 100mm 
ⅲ 感光乳剤解像力検定用 F2.5  fl 100mm 
   
  秘密特許申請書記載内容(小林氏のメモ書きより) 









② 戦後の本格的 K 型カメラの試作および完成品 (製作年代順) 
試作機概要( 戦後製作以降は、前二桁は F 値、後二桁は焦点距離を示す ) 
ⅰ 1948 年花山天文台製作  K3574 カメラ F3.5  fl 740mm 
1948 年日本物理学会  1951 年日本天文学会にて発表、海技大学校研究報告第 7 号に発表記 
載 実機現存未確認。 
ⅱ 1953 年 京都大学試作  K2525 カメラ(Faks) F 2.5  fl 250mm      
1953 年・1954 年日本天文学会にて発表 像面を平坦化し設計、Faks(ファックス)はそれを意味す 
る。後の INF カメラに継承、INF カメラは更に KF2550 と改称。 海技大学校研究報告第 7 号に発 
表掲載 実機現存未確認。 (同氏の手記に 2 万円貰いテスト作成したとある、多分この試作機) 
ⅲ 1963 年 水路部と国土地理院用途に試作 K2567 カメラ F2.5  fl 675mm   
1955 年 日本天文学会にて試設計を発表。通称 N-F カメラと称す。像面を平坦化し写野 9.5 度、 
N-F (ネオ・ファックス)は、像面平坦化改良を意味する模様。なお、二台とも完成されたか不明。一 
台は、中途にて製作中止となり、INF カメラ (改称 KF2550) に継承された公算が強い。実機現存 
未確認。 
ⅳ 1966 年京都大学製作 K0905 カメラ F0.9  fl 50mm 視野 21 度 
1966 年・1977 年海技大学校研究報告第 10 号 16 号に発表掲載 
1970 年テスト終了にて完成、実機は京都大学大宇陀観測所より現在は京都大学総合博物館保 
管蔵。以下の写真 3 より写真 5 参照。  
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写真 3 K0905 カメラ・京大総合博物館         写真 4 同カメラ全景         写真 5 同機作例 
                                 
        ⅴ 1972 年、高知県の池幸一氏との共同所有制作 INF カメラと称す。I は資金提供者の池氏に因み 
命名、イケ・ネオファクスカメラと称した 。後に、KF2550 カメラと改称、斐太彦天文処・坂井義雄に 
譲渡。F2.5  fl 500mm  写野 9 度平坦化・フィルム直径 86mm、1974 年アマチュアー研究会等発 
表、水路部等に製作した N-F カメラ用のメニスカスレンズを再利用し設計を試みた模様。N-F カメ 
ラは、一台は製作中止の可能性もある。KF の F はフィルム面を平面(フラット)とし、平坦化レンズフ 
ィルム前面に装着。平成 25 年夏現在、ディジタル化を意図して、市販品を活用した簡易形式での 
ディジタル一眼レフの内装とパソコン撮影遠隔制御化を試行。 
    
ⅵ 1976 年、K1420 一号機、つづく K1420 二号機 (海技大学校製作 K1420 一号機 、小林観測所 












































ておかねばならない、と。こういう思いから K1420 カメラ( F/1.4 f=20cm  写野 17 度) の設計を始 
めたのが昭和四十八年、三年計画で少しづつ部品を作っていき、最終テストに成功して完成した 













を見て頂くことが出来ませんでした。まことに痛恨の極みです。   (以下略す)」 
 
以上の経過を辿り、K1420 カメラは二機完成した。一号機はそのまま海技大学校に備品として管理され、
小林氏逝去の憂き目から、日野町で 10 年間に 600 コマ余撮影された二号機は、公立天文施設に寄付移






③ KF2550 についての経緯 
 
   
写真 6 小林観測所の KF2550              写真 7  KF2550 完成作例 M45 
 
  
          写真 8  KF2550 の現状雄姿               写真 9 ディジタルカメラ内装 
 
1986 年 10 月 10 日、かねてよりの小林氏との約定より、KF2550 カメラは、亡父主宰の斐太天文処に
譲渡された。関係学生協力の下に、にわか仕込みの赤道儀を滋賀県日野町の小林観測所に持ち込
み、光学系の調整確認とカメラ同架の作業をし、その夜の試写に筆者は臨んだ。赤道儀極軸合わせ作




で、同氏の心情を今は理解できる。翌日、実寸大の複写図面も持ち帰ったが、「46. 8. 11. INF 工作図
作成前の基本設計図」と黒文字記載された箇所に、更に赤字で「56. 10. 11  KF2550 として完成後の
加筆」と記された文字は、一言で苦節の年月を語り尽くしている。 
写真 8・9 に紹介した KF2550 の現状写真は、現在搭載した赤道儀と、ディジタルカメラボディの内装
の現状である。拙宅庭からパソコンと繋ぎ、一眼レフカメラボディの CCD デバイスに平坦化レンズを使




④ KF1420 一号機の保存提言その他 
以下の四枚の写真は、二機の K1420 の過去と現状である。写真 10 は自費で製作し、小林氏の個人
観測所に置かれた当時の姿である。写真 11 は海技大学校の K1420 一号機の大成果、Hα・天の川写
真星図である。二号機にて得られた未撮影部分は、写真星図に使用されたと聞く。そして、写真 12、13




          写真 10 滋賀県日野町 K1420 二号機          写真 11 天の川写真星図・京都大学 
 
  
































































    院号 宏徳院碩学義生居士 (平成三年八月七日) 
    『願わくは星の下にてわれ死なむ天狼燐と冴えわたる夜』 
                                                (西行法師転じ小林星行法師) 
 
参考文献 
 JAPANESE OPTICS  US Naval Technical Mission to Japan DECEMBER 1945 
 小林義生「非球面を用いない明るい反射光学系の設計」 海技大学校研究報告第 7 号 昭和 38 年 
 小林義生「F/0.82 K 型カメラの設計」海技大学校研究報告第 10 号 昭和 41 年 
 『日本の天文台』 (K 型記事・誠文堂新光社・天文ガイド編)      昭和 47 年 
 小暮他「シュミット望遠鏡とマクストフ望遠鏡」、天文月報 65 巻 昭和 47 年 
 小林義生『明るい天体用カメラの試作』 Trial Construction of F/0.82 and F/0.91 K-Cameras         
海技大学校研究報告第 16 号 昭和 48 年 
 小林義生 「K 型の発見から K1420 カメラの完成まで」、天体写真 NOW No2 (誠文堂新光社・月刊天
文ガイド別冊)  昭和 52 年 
 小林義生「K 型カメラでとらえた天の川」、科学朝日第 41 巻第 9 号 昭和 57 年 (題名は「シュミット
カメラで捕らえた天の川」と出版社誤表記注意) 
 “An Atlas of the Northern Milky Way in the Ha Emission”京都大学 昭和 57 年 
 小林義生「K 型とともに－私の戦中戦－」 (個人手記配布)     昭和 57 年 
 日本天文学会編『ハレー彗星をとらえた』 (K 型・坂井撮影掲載)   昭和 61 年  
 小林義生『作句メモ』 (個人句集配布)、昭和 62 年 
 鶴田匡夫「2 共心型と色収差補正型反射屈折カメラ」、O plus E「光の鉛筆」、2005 年 9 月 
Vol27 .No9            
 鶴田匡夫「3 小林義生と K 型カメラ 1 」、O plus E「光の鉛筆」、2005 年 10 月 Vol27.No10   
 鶴田匡夫「4 小林義生と K 型カメラ 2 」、O plus E「光の鉛筆」、2005 年 11 月 Vol27.No11 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  訂正のお願い 
 
 ・第三回天文台アーカイブプロジェクト報告会集録(山本天文台特集その 2) 
     カルヴァー46 センチ望遠鏡一時帰郷の事情 (坂井義人) 
P.11 最終箇所写真説明の撮影日時部分を訂正 
( 平成 11 年 6 月 13 日 ) ―――≫ ( 平成 23 年 6 月 13 日 ) と訂正 
 
 以上ご訂正を願い、誤植をお詫び申し上げます。・・・坂井義人 
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